
1

令和４年度第１回岡崎市地域包括ケア推進協議会 議事録

日 時 令和４年８月４日（木）午後 1時 30 分～午後２時 20 分

場 所 岡崎市福祉会館２階 201 号室

出席委員 小原会長、鈴木委員、黒谷委員、田中委員、鶴田委員、齊藤委員、

加藤委員、尾﨑委員、萩原委員、山本委員、井戸田委員

山田委員、岸委員、中田委員、太田委員、青山（政美）委員、

青山（潤子）委員、堤谷委員 以上 18 名

オンライン参加 小出委員 以上１名

欠席委員 伊藤委員、志賀委員、酒井委員 以上３名

事 務 局 福祉部：小河部長

ふくし相談課：齊藤課長、浅見主査

長寿課：中根課長、山本係長、濱田技師

介護保健課：坂田課長

幸田町福祉課：山本課長、本田主幹

オブザーバー 岡崎市医師会：大堀理事

在宅医療サポートセンター：矢野局長、鈴木看護師、山本看護師、楠本

看護師、出口社会福祉士

１ 開 会

２ 議 事 【 公 開 】

１ 岡崎市地域包括ケアシステムの構築について

２ 地域包括ケアの構築に向けた多職種連携に関するアンケート調査について

３ 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施について

３ 議事録（要旨）

―議事１ 岡崎市地域包括ケアシステムの構築について

事務局から説明

会長 事務局から説明がありましたが、質問、意見ありますか。

医療と介護、介護予防、生活支援を軸に行う、本人が中心でサービスを連

携させていく、住民アンケートでは 50％以上の人が自宅での最期を望んで

いる、自宅というのは今住んでいる場所ではなく本人の住まいとしては有

料老人ホーム等も含まれていると思います。

本人に携わる事業については記載がない、サービスを提供するための研修

やツールが施策として載っているということになります。

―議事２ 地域包括ケアの構築に向けた多職種連携に関するアンケート調査について

事務局から説明

会長 アンケート調査について説明がありましたが、それぞれ職種によって異
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なっている部分があります。ご意見ご質問はありますか。

前回の書面開催の ACP や前回の内容と比較できたほうが良いなどの意見を

踏まえて作られていると思います。

スケジュールはどうなりますか。

事務局 年度中に分析結果まで出せるように進めます。

会長 各職種で修正や意見がありましたら事務局に直接連絡をお願いします。

―議事３ 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施について

事務局から説明

会長 他市町村では 6 割が実施されていて岡崎市が令和５年を目指していると

いうことです。ご意見ご質問等あればお願いします。

地域包括ケアシステムの構築のなかでは、医療、介護、生活支援・介護予

防が中心となる本人を支えるのかが重要。疾病の重症化予防と身体能力の

低下の防止が柱であり、具体的にどのように進めていったらいいのか本協

議会で進めていくのは難しいので、小委員会を設けてはどうかと思います。

令和５年の予算は 9 月に決めなくてはいけないので時間的に間に合わない

と思います。まずは、令和５年度は調整期間で本格的には令和６年度から

と思っています。それぞれの立場でどのように関与するのか組み込めると

いいと思います。

鈴木委員 社会保険と国民保険の違いがあるのでしょうか。

事務局 75 歳以上の後期高齢者はすべて広域連合の後期高齢者医療保険であり、

社会保険でも国民健康保険でもないので、そちらの対象者から開始してい

きたいと考えています。

会長 生活習慣病等の重症化予防に関しては、国保で実施していますか。

青山（政）委員

重症化予防は国保年金課がハイリスクアプローチを実施しています。ポ

ピュレーションアプローチとしては、健康づくりとして実施しているので

成果がはっきり示すことができていませんので今後の課題になります。

会長 対象者のピックアップなども考えないといけないです。

鈴木委員 認知症のスクリーニングなどを含めていくなどの考えはありますか。

事務局 今後検討していきます。

会長 特定検診など住民向け検診の項目については認知症も重要であり検討し

なければいけないと思います。

今月、来月で来年度の特定検診の内容を検討するので反映させていきたい

と思います。

井戸田委員 医療介護データの分析結果が地域包括支援センターや介護サービス事業

所に伝わり、アプローチするということでしょうか。

事務局 ごまんぞく体操などはポピュレーションアプローチになるので、先生方
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の意見を伺いながら評価項目も考えて検討していきたいです。

会長 糖尿病の重症化予防の場合は、個人に検診結果データが行くことによっ

て受診を促しています。同じような形でフレイルなどについて、介護予防

を受けたほうがいいというメッセージが本人に届くのではないかと思いま

す。

小委員会を開催してまたこの協議会で報告したいと思います。

４ 閉 会


